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会　員　数
令和２年度 （12月1日現在）

男　性　　807人
女　性　　538人
　計　　1,345人

　新型コロナウイルスの感染再拡大を受け、会員皆様への感染を防ぐため、令

和３年２月13日に開催を予定しておりました「会員のつどい」を中止させて

いただくこととなりました。今年度は互助会として何も行事を開催することが

できず誠に残念であり、日頃のご支援に対する感謝の気持ちとして、会員互助

会のタオルを会員皆様へ配布することになりました。どうぞお受け取りくださ

い。来年度は、皆様と共に活動できることを楽しみにしております。

令和２年度「会員のつどい」開催中止のお知らせ会　員　数
令和２年度 （12月1日現在）

男　性　　807人
女　性　　538人
　計　　1,345人
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社
会
人
と
趣
味
の
範
囲
で
す
が
、

フ
ル
バ
ッ
ク
を
定
位
置
と
し
て
、

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
足
は

ス
リ
傷
だ
ら
け
で
傷
跡
が
今
も
残

り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
熱
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
次
の
１
９
６
８
年

（
昭
和
43
年
）
10
月
の
メ
キ
シ
コ
大

会
で
大
い
に
盛
上
り
ま
し
た
。
日

本
は
メ
キ
シ
コ
を
破
っ
て
３
位
に

入
り
、
ア
ジ
ア
の
チ
ー
ム
で
初
の

メ
ダ
ル
獲
得
で
す
。
ア
ジ
ア
チ
ー

ム
で
ま
だ
こ
の
記
録
は
破
れ
て
い

ま
せ
ん
。
夢
は
も
う
一
度
と
願
う

昨
今
で
す
。

　
年
末
も
近
い
10
月
11
日
に
東
京

本
部
と
テ
レ
ビ
会
議
が
実
施
さ
れ

　
明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
公
益
社
団

法
人
徳
島
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
穏
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

高
齢
者
へ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
就
業
機
会
の
提
供
を
通

じ
て
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が

　
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
３

年（
２
０
２
１

年
）
の
新
春

を
迎
え
、
徳

島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
皆
様
方
に

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

助
任
本
町
よ
り
佐
古
の
町
に
本
拠

を
移
し
早
、
６
年
の
歳
月
が
流
れ

ま
し
た
。
す
っ
か
り
佐
古
の
町
に

も
親
し
ん
で
来
ま
し
た
。

　
昨
年
来
よ
り
世
界
を
襲
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の

収
束
が
見
え
な
い
中
、
今
年
一
年

し
っ
か
り
対
応
し
て
行
か
ね
ば
と

新
た
な
決
意
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
シ
ル
バ
ー
事
業
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
、
約
10
％
程
の
落
ち

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
辛
抱
の

年
と
覚
悟
を
要
し
ま
す
。

　
私
の
新
春
は
、
恒
例
の
サ
ッ
カ
ー

天
皇
杯
の
テ
レ
ビ
観
戦
で
ス
タ
ー

ト
で
す
。
今
回
は
、
第
100
回
の
節

目
の
大
会
で
す
。
高
校
、
大
学
、

ま
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
本
部
の

あ
る
江
東
区
に
出
向
く
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
下
で
の
開
催
を
避
け
て
の

リ
モ
ー
ト
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

初
の
体
験
で
す
。
今
回
の
方
式
を

天
与
と
し
て
今
後
も
取
り
入
れ
て

行
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
の
は

私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
方
に
は
健

康
第
一
に
、
安
全
第
一
に
就
業
し

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
正
月

　
追
記
、
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
復
帰
ま
こ
と
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
を
感
じ
ら
れ
る
生
活
の
実
現
や

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
御

尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
、
徳
島
市
の
高
齢
者
福
祉
行

政
を
は
じ
め
、
市
政
各
般
に
格
別

の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
御
承
知
の
と
お
り
、
昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
生

活
や
地
域
経
済
が
大
き
な
影
響
を

受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

様
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、
感
染
防
止
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
取
組

を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
な
お
、
感
染
の
収
束
が
見
通

す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
普
及
・
啓
発
や
、
感
染
拡
大
防

止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
行
や
、
技
術
革
新
の
急
速

な
進
展
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
う
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
が
本
市
に
愛
着
や
誇
り
を

感
じ
ら
れ
、
将
来
に
希
望
が
持
て

る
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、
お
お
む

ね
10
年
後
を
展
望
し
た
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
た

な
「
徳
島
市
総
合
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
活
力

あ
る
経
済
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
高
齢
者
が
豊
か
な
知
識
や

能
力
を
生
か
し
、
生
涯
現
役
と
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

徳
島
市
長　

内
藤
　
佐
和
子

　
丑年生まれの方は129名。

その内41名の方から回答をいた

だき、誌面の都合により、簡記さ

せていただきました。

丑年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

森
　
本
　
　
　
勝
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丑年生まれの方は129名。

その内41名の方から回答をいた

だき、誌面の都合により、簡記さ

せていただきました。

丑年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法

仁
木
　
英
好
（
川
内
応
神
）

　

①
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
温
泉
旅
行

　

②
適
度
な
仕
事
で
体
を
動
か
す

沖
野
　
公
夫
（
沖
洲
）

　

①
今
の
仕
事
を
長
く
続
け
る

　

②
足
腰
の
弱
り
を
防
ぐ

佐
川
ツ
ヤ
子
（
加
茂
）

　

①
働
き
に
行
き
た
い

　

②
朝
晩
30
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

森
本
　
泰
正
（
名
東
）

　

①
国
家
試
験
に
挑
戦

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

古
林
　
繁
男
（
沖
洲
）

　

①
書
道
の
創
作
作
品
の
完
成

　

②
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ

筒
井
　
敏
子
（
国
府
南
）

　

①
脳
ト
レ

　

②
よ
く
食
べ
よ
く
寝
て
歩
く

松
田
　
朱
美
（
八
万
北
）

　

①
②
あ
り
ま
せ
ん

富
永
　
良
丈
（
八
万
南
）

　

①
家
庭
菜
園

　

②
近
く
の
店
な
ら
歩
い
て
行
こ
う

和
田
ユ
キ
子
（
昭
和
）

　

①
脳
ト
レ
と
断
捨
離

　

②
卓
球
と
健
康
体
操
教
室

細
川
　
歳
男
（
川
内
応
神
）

　

①
旅
行

　

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
適
度
な
運
動

大
垣
　
正
信
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
徳
島
マ
ラ
ソ
ン
初
参
加

　

②
山
登
り

枝
澤
　
久
子
（
内
町
新
町
）

　

①
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
専
念

　

②
仕
事
を
通
し
て
体
を
鍛
え
る

湯
浅
　
秀
子
（
加
茂
名
不
動
）

　

①
夫
婦
で
京
都
旅
行

　

②
週
３
回
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

吉
田
健
次
郎
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

　

②
過
負
荷
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

多
田
裕
美
子
（
国
府
南
）

　

①
片
付
け
と
不
要
品
の
処
分

　

②
食
事
を
控
え
な
る
べ
く
歩
く

和
泉
佐
代
子
（
八
万
南
）

　

①
水
彩
画
の
仲
間
と
の
旅
行

　

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
減
塩

金
子
　
博
明
（
津
田
）

　

①
善
光
寺
参
り

　

②
太
極
拳
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

高
砂
　
温
成
（
佐
古
）

　

①
孫
の
子
守

　

②
一
日
一
万
歩

加
納
　
秀
夫
（
津
田
）

　

①
健
康
第
一

　

②
競
歩
を
15
分
間

徳
田
　
倫
也
（
国
府
南
）

　

①
鈍
行
列
車
の
き
ま
ぐ
れ
旅

　

②
一
日
七
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

三
好
　
　
喬
（
沖
洲
）

　

①
公
園
の
掃
除
を
続
け
た
い

　

②
早
寝
・
早
起
き
、
食
事
を
し
っ
か
り

矢
野
　
善
久
（
川
内
応
神
）

　

①
夫
婦
で
旅
行

　

②
時
速
約
５
㎞
で
１
時
間
15
分
歩
く

西
内
　
計
次
（
渭
北
）

　

①
年
男
モ
ウ
一
巡
程
廻
り
ゃ
ん
せ

　

②
散
歩
・
一
日
一
句

花
岡
　
建
治
（
東
西
富
田
）

　

①
一
年
を
無
事
に
過
ご
し
た
い

　

②
ジ
ム
通
い
、
一
万
歩
歩
く

庄
野
　
喜
夫
（
佐
古
）

　

①
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
と

楽
し
く
歌
え
る
よ
う
に

　

②
早
寝
早
起

小
川
　
精
一
（
八
万
南
）

　

①
終
活
、
仕
事
を
継
続

　

②
体
重
50
㎏
以
上
を
保
持

尾
杉
　
　
務
（
佐
古
）

　

①
仲
間
と
食
事
や
ゴ
ル
フ
、
旅
行
も

し
た
い

　

②
相
手
を
笑
わ
す
事

林
　
　
敏
男
（
加
茂
名
不
動
）

　

①
88
ヶ
所
を
歩
い
て
回
り
た
い

　

②
悔
い
の
な
い
毎
日
を
心
が
け
る

一
井
　
眞
二
（
八
万
）

　

①
88
ヶ
所
５
巡
目
を
結
願
、
冨
士
山

の
麓
を
一
週
す
る

　

②
体
重
を
63
㎏
に
減
量
・
禁
煙

松
本
　
良
子
（
国
府
南
）

　

①
水
彩
画
、
パ
ン
・
お
菓
子
作
り
、

旅
行

　

②
テ
レ
ビ
体
操
と
週
３
〜
４
回
の
散
歩

鎌
田
　
　
昇
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
茶
道
、
ゴ
ル
フ
、
竹
人
形
作
り

　

②
週
２
〜
３
回
は
４
〜
５
㎞
、
月
に

一
回
は
10
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

松
田
　
良
子
（
名
東
）

　

①
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
役

立
つ
様
心
が
け
る

　

②
ラ
ジ
オ
体
操
を
テ
レ
ビ
で
見
な
が

ら
運
動

米
田
　
　
均
（
渭
東
）

　

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
化
、
健
康

診
断
受
診
、
断
捨
離

　

②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
う

藤
井
　
　
勝
（
名
東
）

　

①
う
し
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
生
活

　

②
蔵
本
公
園
へ
散
歩
・
野
菜
作
り

為
実
　
浩
平
（
渭
北
）

　

①
絵
手
紙
・
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
交

流
・
親
睦
・
旅
行

　

②
食
事
は
欠
か
さ
ず
、
よ
く
寝
る

中
西
　
正
治
（
昭
和
）

　

①
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
続
け
た
い

　

②
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
取
る

大
黒
　
寿
和
（
八
万
北
）

　

①
釣
り
を
続
け
た
い
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
観
戦

　

②
週
３
回
の
健
康
体
操
、
減
塩
、
散
歩

野
口
　
和
子
（
昭
和
）

　

①
自
由
に
外
出
し
た
い

　

②
毎
日
一
時
間
以
上
歩
く

河
野
　
吉
雄
（
沖
洲
）

　

①
魚
拓
に
で
き
る
大
物
を
釣
る

　

②
週
３
回
５
㎞
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

本
多
　
健
徳
（
八
万
南
）

　

①
人
と
の
つ
な
が
り
、
時
間
を
大
切
に

　

②
継
続
は
力
な
り

木
村
　
武
美
（
内
町
新
町
）

　

①
働
き
牛
と
温
泉
旅
行

　

②
早
朝
の
城
山
周
回
ジ
ョ
ギ
ン
グ



シルバー   とくしま （4）令和３年１月１日

安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から
令和２年度傷害・賠償事故発生状況

１. 会員賠償事故

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況（賠償事由） 被害者への対応 賠償金額

R2.4.7
男性
72歳

就業中
石がネットを飛び越えて駐車中の車の窓ガラ
スを破損させてしまった。

ガラスの弁償 154,198円

R2.8.6
男性
75歳

就業中
草刈り作業中に、飛び石が車のリアガラスを
破損してしまった。

リアガラスの弁償 704,209円

R2.8.20
男性
78歳

就業中
草刈り作業中、飛び石が車のフロントガラス
を破損してしまった。

フロントガラス
の弁償

111,485円

R2.9.9
男性
65歳

就業中
除草中に石が土手を飛び越えて土手反対側を走行
中の車のフロントガラスに当たり傷を付けてた。

フロントガラス
の弁償

165,640円

R2.9.9
男性
84歳

就業中
団地内を草刈り作業中、飛散防止ネットを越え石が
飛び駐車中の車のリアガラスを破損させた。

リアガラスの弁償 84,000円

R2.10.28
男性
72歳

就業中
2車両停車していて、後方車両がギア間違えにより前方車両に
衝突。前方車両に載せていた機器の爪でフロントガラスの破損。

フロントガラス
の弁償

110,990円

R2.11.30
男性
67歳

就業中
剪定作業中に、トリマーを使用していた際に、
屋根材にあたり破損した。

屋根材の弁償 100,100円

２. 会員傷害事故（令和元年８月１日〜11月22日報告）

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況 傷害の状況
入院通院
（見込み）

R2.6.10
男性
75歳

就業中
就業中に、作業手袋に左手をいれた際に、薬
指の指先をムカデに刺された。

左手薬指アナフィ
ラキシーショック

通院
５日

R2.7.22
男性
75歳

就業中 剪定作業中に、誤って右の親指を切った。 右手親指の切創
通院
10日

R2.8.8
男性
76歳

就業中
剪定作業中に、スズメバチに後頭部と右手薬
指を刺された。

右手薬指の腫れ
通院
１日

R2.9.14
女性
73歳

就業中
除草作業中に、毛虫により毛虫皮膚炎となっ
た。

毛虫皮膚炎
通院
１日

R2.9.21
男性
72歳

就業中
草刈り作業中、浄化槽の蓋が老朽化しているのに気が
付かず踏み抜き浄化槽内に右足が落ちこみ転倒した。

右股関節軟骨骨
折

入院・通院
30日以上

　
同
封
し
て
お
り
ま
す
就
業
情

報
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
お
仕
事

を
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

郵
送
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は
令
和

３
年
１
月
31
日（
日
）で
す
。

分
か
ち
合
い
就
業
に
お
け
る

「
就
業
情
報
」
に
つ
い
て

　草
刈
り
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
草
刈
り
機
の
基
本
的
な
操
作
や

点
検
、
整
備
方
法
な
ど
の
習
得
を

目
的
と
し
て
草
刈
り
機
安
全
講
習

会
を
令
和
３
年
２
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
就
業
時
や
ご
家
庭
で
草
刈
り
機

を
使
用
さ
れ
る
方
、
こ
れ
か
ら
草

刈
り
機
を
使
っ
て
就
業
さ
れ
た
い

方
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
参
加
日
時
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
同
封
し
て
お
り
ま

す
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



シルバー   とくしま（5） 令和３年１月１日

　「
複
合
災
害
へ
の
備
え
」
に
つ
い

て
昨
年
十
月
（
地
域
ふ
れ
あ
い
教
室
）

に
大
宮
佐
知
子
防
災
士
を
講
師
に
迎

え
「
命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に

お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変

参
考
に
な
っ

た
の
で
、
会

員
の
皆
様
に

も
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

─
豪
雨
災
害
が
近
づ
い
た
ら
─

◦
避
難
路
、
避
難
場
所
の
再
確
認

◦
テ
レ
ビ
な
ど
で
情
報
を
集
め
ま

し
ょ
う

◦
電
池
、
充
電
器
の
確
認

◦
家
の
周
辺
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
庭
の
片

付
け

◦
必
要
に
応
じ
て
早
め
の
避
難

─
災
害
発
生
時
に
は
─

◦
安
全
な
場
所
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

◦
テ
レ
ビ
な
ど
で
情
報
を
集
め
る

◦
不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

─
避
難
で
知
っ
て
お
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
─

◦
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
け
る
」

こ
と
、
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま

で
避
難
場
所
へ
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◦
避
難
先
は
、
小
中
学
校
、
公
民
館

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
な
親
戚
、
知
人
宅
に
避
難
す

る
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◦
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
、
体
温
計
は
出

来
る
だ
け
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
市
町
村
が
指
定
す
る
避
難
場
所
、

避
難
所
が
変
更
、
増
設
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
町
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

─
非
常
用
持
出
袋
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
─

◦
現
金
（
千
円
札
や
百
円
玉
）

◦
携
帯
電
話
　
◦
充
電
器

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
　
◦
懐
中
電
灯

◦
予
備
の
電
池
　
◦
飲
料
水

◦
食
料
（
ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
パ
ン

　
お
菓
子
な
ど
）

◦
ミ
ル
ク
、
哺
乳
び
ん
（
乳
児
用
）

◦
タ
オ
ル
　
　
　
◦
マ
ス
ク

◦
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
（
消
毒
液
）

◦
軍
手
　
　
　
　
◦
笛

◦
万
能
ナ
イ
フ

「
あ
る
と
便
利
な
も
の
」

◦
塩
、
砂
糖
（
熱
中
症
対
策
と
し
て

活
用
）

◦
エ
ア
ー
枕

◦
ス
リ
ッ
パ
（
避
難
所
な
ど
に
な
い

場
合
が
あ
る
た
め
）

◦
ア
イ
マ
ス
ク
　
◦
ラ
ッ
プ

◦
着
替
え
一
式
　
◦
化
粧
道
具

◦
非
常
用
簡
易
ト
イ
レ

◦
ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

◦
ラ
イ
タ
ー
、
マ
ッ
チ

◦
ロ
ウ
ソ
ク
　
◦
レ
イ
ン
コ
ー
ト

◦
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

◦
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

◦
ゴ
ミ
袋
　
　
　
◦
ポ
リ
袋

◦
新
聞
紙

◦
筆
記
用
具
（
油
性
マ
ジ
ッ
ク
）

◦
布
テ
ー
プ

◦
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

◦
冷
却
シ
ー
ト
　
◦
生
理
用
品

◦
紙
お
む
つ
　

◦
お
し
り
ふ
き
シ
ー
ト

◦
口
腔
ケ
ア（
液
体
は
み
が
き
な
ど
）

◦
水
の
い
ら
な
い
シ
ャ
ン
プ
ー

◦
常
備
薬

◦
お
薬
手
帳
の
コ
ピ
ー

◦
家
族
、
親
戚
の
連
絡
先

◦
家
族
の
写
真
（
飼
い
犬
、
猫
な
ど

含
む
）

◦
自
分
に
必
要
な
も
の
（
メ
ガ
ネ
、

コ
ン
タ
ク
ト
、
入
れ
歯
な
ど
）

─
日
常
に
し
て
お
き
た
い
こ
と
─

１
、
避
難
場
所
の
確
認

２
、 

最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
（
防
災
）
マ
ッ

プ
の
準
備

３
、
電
池
・
充
電
器
を
備
え
る

４
、
ガ
ソ
リ
ン
は
半
分
に
な
る
と
満

タ
ン
に

５
、
年
二
回
（
夏
と
冬
）

　
　
非
常
用
持
出
袋
を
チ
ェ
ッ
ク

（
点
検
）

６
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
を
普
段
か
ら
整

理
整
頓

※
防
災
術
に
関
す
る
要
項
を
希
望
す

る
方
は
、
編
集
委
員
の
西
川
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
性
活
動
活
性
化
事
業

※大雨洪水警報、空振りを恐れずに
命を守るため避難しましょう。

※レベル３で危い場所は避難しま
しょう。

警報レベル

点検は春と秋にしましょう
季節が変われば必要な物が変わります
　

夏　　　　　　　　冬

食料・水など消費期限のあるもの

・冷却シート
・うちわ・扇子
・塩分補給
・タオル
・着替え
・梅ぼし

・カイロ
・のど飴
・手袋
・上着
・厚手の靴下
・新聞紙



シルバー   とくしま （6）令和３年１月１日

　
吉
野
川
の
北
岸
に
あ
る
　
川
内
・

応
神
地
区
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
地
区
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
は
99
名
（
男
性
66
名
・
女
性
33

名
）
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
は
こ
こ
数
年
横
ば
い
の
状
態

で
す
。

　
川
内
町
の
中
心
部
に
は
高
速
道
路

（
徳
島
道
IC
）
と
、
国
道
11
号
が
通
っ

て
お
り
閑
静
な
住
宅
地
と
田
畑
が
広

が
り
、
事
業
所
は
、
今
切
工
業
団
地

に
大
塚
グ
ル
ー
プ
関
連
会
社
、
日
亜

化
学
、
多
く
の
製
薬
会
社
、
ジ
ャ
ス

ト
シ
ス
テ
ム
、
今
切
川
沿
い
の
東
亞

合
成
、
新
日
本
理
化
等
、
大
手
企
業

が
立
地
し
て
い
ま
す
。
農
業
で
は
レ

ン
コ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。

　
史
跡
は
、
阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷
と

人
形
浄
瑠
璃
が
有
名
で
す
。

　
今
回
は
、
西
国
33
ヶ
所
の
観
音
霊

場
を
巡
礼
す
る
の
と
同
じ
功
徳
が
あ

る
川
内
33
観
音
霊
場
の
石
仏
様
を
紹

介
し
ま
す
。

　
明
治
13
年
の
川
内
村
寺
総
代
の
申

し
合
い
に
よ
り
、
川
が
近
い
こ
と
で

水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
村
内
の

危
険
な
場
所
に
、
有
志
た
ち
に
よ
っ

て
各
地
域
に
石
仏
を
１
〜
３
基
勧
請

し
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
来
130
年
、
時
代
と
共
に

道
路
の
拡
張
工
事
な
ど
で
場
所
を
移

し
替
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
33

石
観
音
様
は
欠
け
る
こ
と
も
無
く
現

在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

に
よ
り

行
動
が

制
限
さ

れ
て
い

ま
し
た

が
来
た

る
年
に

は
、
鈴

江
樋
門

を
出
発

し
総
距
離
約
25
㎞
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
、
石
観
音
様
に

手
を
合
わ
せ
参
拝
さ
れ
た
ら
い
か
が

で
す
か
。

　
最
後
に
地
区
の
活
動
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
初
め
て
書
面
決
議
に
よ
る
地
区

総
会
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
６
月
の

３
週
目
の
日
曜
日
に
総
会
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
参
加

率
40
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
現

状
は
29
〜
36
％
で
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
達
成
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
次
回
は
国
府
北
地
区
で
す
。

川
内
・
応
神
地
区
だ
よ
り

　　
　
　
川
内
・
応
神
地
区
長

　
出
張
　
哲
雄

地

区

紹

介

石観音様（左１番、右 33 番）

○

師
走
ラ
ン

　出
会
う
人
み
な

　
　
　
　
　
　
　声
も
な
し

○

冬
日
さ
し

　山
肌
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　化
粧
映
ゆ

橋
本

　守
正

○

常
連
の
同
じ
席
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　冬
酒
場

○

駈
け
て
来
し
背
な
に

　

　マ
フ
ラ
ー

　垂
れ
て
お
り

大
黒

　昭
義

○

初
刷
り
の
チ
ラ
シ
三
キ
ロ

　
　
　
　
　
　バ
イ
ク
の
響

○

八
十
路
す
ぎ
カ
タ
バ
ミ
と

　
　
　
　
　知
る
暮
春
か
な

竹
井

　澄
子

俳
句
・
川
柳

★６個の４字熟語は、それぞれ、どれか１字が間違っています。例のように、間違った
漢字を正しく直してください。正しくした漢字でできる、３字熟語２つが答えです。

漢　字　ク　イ　ズ
解答欄

応募者（シルバー人材センター会員）のうち正解者15名の
方に抽選で図書券を差しあげます。（応募締切１月30日）

 正解者40名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

生後 大事

前回の漢字クイズの解答

四字熟語まちがい探し

①青旬時代→□
②晴耕雨得→□
③志慮分別→□

【例】質疑応当→ 答

④美辞麗区→□
⑤時来尚早→□
⑥画竜転睛→□

四字熟語まちがい探し四字熟語まちがい探し

四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
り
は
紙
面

編
成
の
都
合
で
次
号
に
第
56
番

金
輪
山
泰
山
寺
の
記
事
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。



シルバー   とくしま（7） 令和３年１月１日

　
か
ね
て
よ
り
お
知
ら
せ
し
た
通
り

令
和
３
年
度
分
の
年
会
費
の
納
入
方

法
に
つ
い
て
は
、
受
託
事
業
就
業
者

に
関
し
て
配
分
金
よ
り
控
除
す
る
方

式
を
取
り
ま
す
。
納
付
期
限
が
４
月

末
で
す
の
で
３
月
分
の
配
分
金
（
４
月

口
座
振
込
分
）
よ
り
控
除
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
退
会
希
望
の
方
は
必
ず

３
月
末
ま
で
に
退
会
届
の
提
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
３
月
分
配
分
金

が
３
０
０
０
円
未
満
の
方
や
派
遣
事

業
就
業
の
方
に
つ
い
て
は
従
来
の
納

入
通
知
書
に
よ
る
銀
行
振
込
等
の
方

法
と
な
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
末
年
始
の
事
務
所
休
業
に
よ
り

12
月
分
の
確
認
書
は
１
月
４
日
（
月
）

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
休

業
の
あ
る
就
業
先
に
つ
い
て
は
事
前

作
成
を
依
頼
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
就
業
分

　
１
月
20
日
（
派
遣
）
25
日
（
受
託
）

●
１
月
就
業
分

　
２
月
19
日
（
派
遣
）
25
日
（
受
託
）

●
２
月
就
業
分

　
３
月
19
日
（
派
遣
）
25
日
（
受
託
）

　
令
和
２
年
分
の
配
分
金
支
払
い
証

明
書
を
１
月
下
旬
に
発
送
い
た
し

ま
す
。
派
遣
就
業
の
方
に
は
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
よ
り
源

泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す
。

　
配
分
金
は
雑
所
得
、
派
遣
は
給
与

所
得
と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
必
要
経
費
等
の
控
除
後
の
金
額

や
公
的
年
金
・
給
与
・
譲
渡
所
得
等

の
所
得
金
額
に
よ
り
申
告
の
要
不
要

が
異
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
に
つ
い

て
の
問
い
合
せ
は
直
接
、
徳
島
税
務

署
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　　　〇
事
務
所
来
所
に
つ
い
て

　
●
不
要
不
急
の
事
務
所
来
所
を
お

控
え
く
だ
さ
い
。

　
●
履
行
確
認
書
の
提
出
は
、
で
き

る
限
り
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
事
務

所
前
ポ
ス
ト
投
函
等
で
お
願
い

し
ま
す
。

　
●
急
用
等
で
来
所
さ
れ
る
場
合
は
、

自
宅
で
の
検
温
の
上
、
発
熱
等
の

風
邪
症
状
の
あ
る
と
き
は
お
控
え

く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・

手
指
の
消
毒
を
徹
底
し
て
短
時

間（
10
分
程
度
）で
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

配
分
金
の
支
払
日
に
つ
い
て

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

年
会
費
の
控
除
に
つ
い
て

12
月
分
履
行
確
認
書
の
提
出
に
つ
い
て

〈
各
種
委
員
会
〉

▼
第
１
回
女
性
活
動
推
進
委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）

・
女
性
会
員
の
現
状

・
入
会
促
進
PR
活
動

▼
第
２
回
安
全
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
10
月
13
日
（
火
）

▼
第
３
回
安
全
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
11
月
10
日
（
火
）

・
安
全
適
正
就
業
に
つ
い
て

・
分
か
ち
合
い
就
業
に
つ
い
て

▼
第
１
回
就
業
開
拓
・
促
進
委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
10
月
29
日
（
木
）

・
会
員
数
・
契
約
実
績
の
現
状
と
課

題
問
題
点
に
つ
い
て

・
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

▼
第
２
回
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集

委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
11
月
26
日
（
木
）

・
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
正
月
号
の

テ
ー
マ
及
び
項
目
に
つ
い
て
協
議

▼
第
３
回
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集

委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
12
月
４
日
（
金
）

・
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
作
業

▼
衛
生
委
員
会

　
　
　
令
和
２
年
10
月
８
日
（
木
）

・
第
１
回
委
員
会
　
会
員
の
健
康
診

断
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

・
第
２
回
委
員
会
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
２
年
12
月
10
日
（
木
）

・
第
３
回
委
員
会
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ

ス
ク
低
減
の
た
め
の
お
願
い

〇
就
業
に
関
し
て

　
●
自
宅
で
の
検
温
、
就
業
時
の
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
等
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
熱
・

倦
怠
感
・
息
苦
し
さ
等
の
異
常

が
あ
る
場
合
は
シ
ル
バ
ー
事
務

局
及
び
就
業
先
に
連
絡
の
上
、

自
宅
待
機
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
就
業
先
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

や
感
染
者
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ
電

話
連
絡
し
て
指
示
を
仰
い
で
く

だ
さ
い
。

〈
理
事
会
〉

▼
第
４
回
理
事
会

　
　
　
令
和
２
年
９
月
25
日
（
金
）

・
労
働
者
派
遣
事
業
衛
生
委
員
会
の

設
置

・
令
和
２
年
度
補
正
予
算
案
（
第
１

号
）

・
会
員
の
入
退
会

・
未
収
金
（
催
告
状
）
に
つ
い
て

・
派
遣
事
業
運
営
委
員
会
報
告

・
コ
ン
ビ
ニ
決
済
サ
ー
ビ
ス

・
普
及
啓
発
事
業

▼
第
５
回
理
事
会

　
　
　
令
和
２
年
11
月
27
日
（
金
）

・
令
和
３
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

（
案
）
作
成

・
会
員
の
入
退
会

・
上
半
期
決
算
等
報
告

理
事
会
等
の
開
催
状
況
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●
編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延

期
し
、
阿
波
お
ど
り
、
徳
島
マ
ラ

ソ
ン
等
大
き
な
行
事
が
次
々
取

り
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

中
の
何
も
か
も
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
一
年
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
経
済
も
大
き
く

落
ち
込
み
世
界
中
が
暗
い
年
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

打
ち
勝
ち
、
明
る
い
話
題
に
あ

ふ
れ
、
安
心
安
全
な
年
に
な
る

こ
と
を
、
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
お
祈
り
し
た
い
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

西
川　

敬
子

　
　
　
　
　
　

𠮷
田
健
次
郎

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

♥
手
作
り
マ
ス
ク

の
お
礼
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
つ
け
て

一
人
で
で
き
る
健
康
法

　
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
皆
様
に
は
一
人
暮
ら
し
、

二
人
暮
ら
し
の
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
普
段
、
た
く
さ
ん

お
喋
り
し
て
い
ま
す
か
？

　
口
の
機
能
が
衰
え
て
く
る
と
い
ろ

い
ろ
な
障
害
が
で
て
く
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
今
回
は
家
で
簡
単
に
で
き
る

口
の
体
操
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
パ
ピ
プ
ペ
ポ

　
タ
チ
ツ
テ
ト

　
カ
キ
ク
ケ
コ

　
ラ
リ
ル
レ
ロ
」
と
い
う
言
葉
を
大

き
な
声
で
言
う
こ
と
で
、
唇
、
舌
、

あ
ご
の
訓
練
に
な
り
ま
す
。
一
日
に

何
回
で
も
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

唾
液
を
出
や
す
く
す
る
効
果
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
も
う
一
つ「
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
」。

い
つ
も
の
う
が
い
よ
り
少
な
い
水
で

両
ほ
ほ
を
し
っ
か
り
膨
ら
ま
せ
て

「
ぶ
く
ぶ
く
」
を
数
秒
間
、
最
後
に

「
ぷ
っ
」
と
吐
き
だ
し
ま
す
。
頬
の

筋
肉
、
口
の
周
り
の
筋
肉
が
鍛
え
ら

れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
で
美
味

し
く
物
を
食
べ
る
為
、
実
行
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
新
聞
紙
２
枚

脱
げ
な
い
新
聞
紙
の
ス
リ
ッ
パ

（
災
害
時
に
役
立
つ
）

　ど
こ
の
家
に
も
あ
る
古
新
聞
を

使
っ
て
、
災
害
時
な
ど
に
役
立
つ

ス
リ
ッ
パ
が
で
き
ま
す
。

　脱
げ
に
く
く
、
保
温
性
も
あ
る

の
で
作
っ
て
目
に
つ
く
所
へ
置
い

て
お
け
ば
い
ざ
と
い
う
時
便
利
で

す
。　頭

の
体
操
で
是
非
、
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

内側に折る 足を置いてみる 折りたたんだ状態 新聞紙を２枚重ねて
端を折りたたむ

小指と親指の角をた
たんで形づくる
出来上がり!!

長さを足に合わせて
余った分を裏へ折り端
をかかと内側にしまう

足に合わせて左右
内側にもう一度折る

⬅⬅⬅

⬅⬅

新聞中心線
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